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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

茨
城
県
農
協
健
康
保
険
組
合

理
事
長
　
八
木
岡
　
努

謹
ん
で
新
春
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

被
保
険
者
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
当
健

康
保
険
組
合
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
に
向
か
い
「
５

類
」
に
移
行
し
た
も
の
の
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
と
平
時
よ
り

感
染
症
に
備
え
る
意
識
が
大
切
で
あ
る
と
再
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

我
々
健
康
保
険
組
合
を
取
り
ま
く
情
勢
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
と
な
り
後
期
高
齢
者
へ
移
行
し
始
め
た
こ
と
に
伴
う
後
期
高
齢
者

支
援
金
の
増
加
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
医
療
費
の
増
加
傾
向
が
強
ま
る
な
ど
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。

当
健
康
保
険
組
合
に
お
い
て
は
、
保
険
料
収
入
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前

に
戻
り
安
定
す
る
一
方
、
医
療
費
は
医
療
の
高
度
化
や
新
高
額
薬
剤

の
保
険
適
用
な
ど
増
加
傾
向
に
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
今
年
は
診
療
報
酬
・
薬
価
・
介
護
報
酬
の
ト
リ
プ
ル
同

時
改
定
が
あ
り
、
医
療
費
と
高
齢
者
納
付
金
・
介
護
保
険
納
付
金
等

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
安
定
し
た
財
政
運
営
を
図
り
、
保
険

者
機
能
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
管
理
・
健
康
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
４
月
よ
り
、

第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
お
よ
び
第
４
期
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た
健
診
・
医
療
費
デ
ー

タ
の
分
析
に
よ
る
事
業
所
の
健
康
課
題
の
改
善
に
向
け
て
、
コ
ラ
ボ

ヘ
ル
ス
を
強
化
し
、「
健
康
経
営
」
へ
の
取
組
み
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
健
康
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
効
果
的
・
効
率
的

な
健
康
づ
く
り
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
当
健
康
保
険
組
合
が
実
施
す
る
各
種
健
診
や
健
康

づ
く
り
事
業
に
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
健
康
増
進
・
病
気
の

予
防
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
適
正
受
診
・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
利
用
等
、
医
療
費
節
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
実
り
多

き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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医療DXを推進し、改革実現と健保組合のさらなる機能強化を
令和５年度の健康保険組合全国大会が10月25日、東京国際フォーラムで「将来世代が希望を持

てる制度へ！　医療DXを推進し、改革実現と健保組合のさらなる機能強化を」を大会テーマに今

年度は、来場とリアルタイム配信によるハイブリッド形式で合わせて約4,500名により開催され

ました。

基調演説で宮永会長は、団塊の世代がすべて後期高齢者となる2025年、高齢化のピークを迎え

る2040年にかけ、健保組合の赤字基調は強まり、「このままでは健保組合の存続が財政的に危ぶ

まれる事態になりかねない」と危惧。少子化の流れが加速するなか、負担を将来世代に先送りせず、

持続可能でより良い皆保険制度として将来世代に継承することがわれわれの使命と強調し、全世代

型社会保障制度改革の実現や医療DXの推進、保険者機能の一層の強化が必要と訴え、われわれ健

保組合保険者として下記の決議が採択されました。

なお、大会前日の10月24日には、全国農業団体健康保険組合協議会会員組合で自民党「国民皆

保険を守る国会議員連盟　第６回総会」に出席し、健保組合・健保連としての主張や要望に係る要

請行動を行いました。

平均標準報酬月額決定のお知らせ

令和５年９月30日現在の全被保険者の平均標準報酬月額

平均額　343,681円　（標準報酬月額　24等級　340千円）　
★適用期間：令和６年４月１日～令和７年３月31日

令和６年度の任意継続被保険者の保険料算出基礎になる、全被保険者の平均標準報酬月額が下記のとお

り決定しました。

被保険者の標準報酬月額は、４月から６月までの給与支払額の平均額を基礎に毎年算定しております。

健康保険組合全国大会健康保険組合全国大会
将来世代が希望を持てる制度へ！

令和
5年
度

一、社会情勢の変化を見据え、全世代で支え合う
制度へ

一、医療ＤXを推進し、国民の健康と安心を確保

一、安全・安心で効果的・効率的な医療提供体制
の構築

一、保険者機能の推進による健保組合の価値向上

健康保険組合全国大会決議
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第29回茨城県農業団体職員ソフトボール県大会を、10月28日（土）は雷雨のため途中終了となり、11月３日（金）
に水戸市の元石川市民運動場で開催しました。地区大会を勝ち抜いた５チームに前回優勝チームを加え、全
６チームによるリーグ戦で行われ、皆さん秋晴れの暑い中、エネルギッシュなプレーを見せていました。
決勝でも圧倒的な強さで、下妻シャイニングチームが２連覇を達成しました。

	 	 　IN コース　	 	 　OUTコース　

優勝	 武子　裕介さん（水戸協同病院）	 石川　雅一さん（JA茨城むつみ）
準優勝	 河野　昭一さん（JAなめがたしおさい）	 山縣　祐一さん（JA常陸）

● 第 3位	 木村　史昭さん（JA岩井）	 青木　均　さん（JA茨城むつみ）

優勝　下妻シャイニング （JA常総ひかり）

準優勝　太田（JA常陸）

最優秀選手賞　
植木　千尋 選手

（下妻シャイニング）

優秀選手賞
安　ことみ 選手
（太田）

２連覇達成　下妻シャイニング！�

快晴の中　ゴルフでリフレッシュ！�
11月14日（火）、第33回農協健保ゴルフ大会を笠間市の「宍戸ヒルズカントリー
クラブ」にて開催し、参加者には日本ゴルフツアー選手権が開催されているコース
に挑戦いただきました。紅葉もきれいで素晴らしい景色の中でのゴルフは、皆さん
のリフレッシュにも繋がったかと思います。

優勝	 下妻シャイニング （JA常総ひかり）
準優勝	 太田（JA常陸）

● 第 3位	 ひたちなかＡ（JA常陸）・JA茨城むつみ
● 最優秀選手賞	 植木　千尋 選手（下妻シャイニング）
● 優秀選手賞	 安　ことみ 選手（太田）
● 敢闘賞	 米川　舞 選手（ひたちなかＡ）
	 渡邊　康介 選手（JA茨城むつみ）

結 果

結 果

①下妻シャイニング ②JAなめがたしおさいA ③ひたちなかA 勝 順位

①下妻シャイニング 16-0（３回コールド） 6-2 2 1

②JAなめがたしおさいA 0-16（３回コールド） 2-9 0 3

③ひたちなかA 2-6 9-2 1 2

Aブロック
④ＪＡ茨城むつみ ⑤太田 ⑥茨城旭村 勝 順位

④ＪＡ茨城むつみ 11-15 14-9 1 2

⑤太田 15-11 11-10 2 1

⑥茨城旭村 9-14 10-11 0 3

Bブロック

太
田

14 3

下
妻
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ

優勝優勝
下妻シャイニング
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健康管理委員研修会を開催しました！（10/13）

　　　 農協・農団チーム対抗ウォークラリー

「メンタル不調者への復職支援 ～バリアフリーな労務管理のコツ～」
� 笹原信一朗　講師　（筑波大学）

　今年度は４年ぶりとなる集合形式での研修を開催し、22事業所、30名にご参加いた
だきました。実際に上司役・部下役に分かれディスカッションを行うなど満足度の高い
研修になりました。

参加者の声（アンケートより）
●�メンタル不調者の原因は環境要因と個体要因が半々であり、単に部署異動しても同じ
ことを繰り返すケースがあるということが印象的だった。
●�解説者のいない人生の項目において、「状況が理解できない」ことから始まり、状況が
悪化していくことから、初期のコミュニケーションに管理者がいかに注視すべきかを
考えさせられました。
●�メンタルケアというと大概「傾聴」「理解」といったある意味綺麗ごとばかりで、「ど
こまでやるの？」「ほんとにそれで良くなるの？」と感じていた。外科的な面から話を
聞けてなんとなくすっきりした。

　10月に開催しました特別企画５道県健保対抗のウォー
クラリーは、52チーム、421名に参加いただきました！
惜しくも茨城県は参加健保のうち最下位でした。
　平均3,000歩／日以上を達成した49チーム、331名
に200～1,000ポイントを付与しています。さらに、抽
選で14名様に各地域の特産品（北海道産米７名、静岡県
産みかん５名、純系名古屋コーチン極うま塩鍋２名）を
お送りしました！ 
　次回のウォークラリーは３月を予定しています。エン
トリー期間は２月ですので、まだ未登録の方は今すぐ登
録をしてください。

登録申請用
フォーム

ご参加ありがとう
ございました！

順位 事業所別ランキング☆ 1日平均歩数

1 JAなめがたしおさい 14,388 

2 ㈱農協電算センター 13,819 

3 JA岩井 12,363 

4 JA茨城県厚生連 11,696 

5 高萩協同病院 10,348 

6 JAとりで総合医療センター 10,173 

7 JAつくば市谷田部 9,550 

8 NOSAI茨西 8,608 

9 JA茨城エネルギー㈱ 8,566 

10 NOSAI鹿行 8,397 
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